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1.はじめに

好神大贋災で捻､住民間士の助け合いやNPO団体､

ボランティアによる敏災者への箕攻がクローズアップさ

れ､災零時の rコミュニティの結束力 ｣や r市民のカJ

の誼野性が法9された｡しかし､近年粥新化や傭報化な

どの社会的変化にあわせ､人と人とのつながりも変化し

ている｡符に大都市で捻.鍵盤者や按家族の増加によっ

て家鹿と地域との第びつきは希帝化していることが冷淡

されている｡

本研究では､ rNPOJと rボランティアJにアンケ

ー ト羽衣を行い､各団体の汚動内容､爽億､防災能力や

相互の速決を明らかにし､地域の防災カを判定する｡ま

た､各巧拝の活動に彪呼を卑える地域特性を明らかにす

ることを8的としている.

且｣ヱ主上=上過重
アンケ- 卜開窓によ汐､NPO餓体､ボランティア打

棒のm･政策瀬､凝蛾構成などを明らかにするため､質問

項封を r①農農奴の練成､罪懲)､ r②平常鱒の防災対

紫)､ r③被災後の財応力､危機鮒応力 3､ ｢①地域､

他団体との連携 j と分料し､アンケー トを作成した｡地

域､飽田体との連携に関しては地域社会の凍虚を考液し､

その連携の厳正や親株を明らかにする｡

アンケ-との質阿項8ほ各組縛に対する F共通繁簡遠
が Il項目､(肝0119堺田､ rボランティアj18項目と

した｡また､鞘正対魚は比較検討を行うた糾 こ大櫓采を

級斡した神声帯と丘敦していない横浜市の各 rNPOj､

rボランティア｣とした｡アンケー トの概要に抑しては

袈1に示す｡また､訊充分液としては､まず協力の可否

を闘う往懲はがきを送り､返倍があった田体に対してア

旦｣遡垂足星
各組紙に対する雀役はがき及びアンケー トの送付教は

敦2に示す通りである.

淑2.桝 数 ･回収数一発

㌔ +I---＼ 財政欺 配布軟 回収数 回収率

押芦爺 NPO 376 94 63 67S
ボランティア 4.71 121 87 72亀

ボランティア 417 lO2 75 74集

(i)共通質悶

質問 (2),(3),【5)より､神声帯の rボランティ

アJ rNPOJは危機監理マニュアルの策定や資機材の

戦備が 4聯近くの托鉢で希われており率常時からく○対繋

が盛んであることが分かる｡質問 (4),【7)の裾笹か

ら TNpOjより rボランティア｣の方が 地域の防災拠

鹿や濁凝析を杷駁 していた｡これ捻 rボランティアjの

階勅が､より地域に磯野していることによると想われる

(2)錦別質問
rボランティアjは地域住民を対象とした蔭動が盛ん

であり､地域との鹿びつきが強いことがわかった｡ しか

し災零に対する意識は神戸市で璃いものの､横浜市では

低かった｡本来の活動とは追う部分であり対策が厳 しい

のかもしれない. TNPOjに桝して絃約 9割の団体が

資金や人額面で不足を感 じており深顔である｡団体自体

のき圧殺耕虚は rボランティア)より強固なものであるが

偽域防災に脱してはまだまだ十分で怯ない｡率常時､災

響時の連携に射して両雄終糸に行軟との連携を考えてい

る団体が多かった｡また､ rNPOJと rボランティ

アjの連携も頻繁に行われている｡

ンケー トを送付した｡ 虞 1.アンケー ト牧野 卜 酪)

<共通_茨約> 文m 分姦

好脚く3) 災零時に用いる活勃発線材を弁軸しており表すか? ③

耳研く4) あなたが住む地方色治体の広域.絶滅防艶活動拠点をご存知ですか? ②

牙叩く5) 自主的に防災活動ね点を秤も､且つ蒙練を行っていますか? め
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AL｣評価方法
地域防災カの評価は､2港市とも区別に照理した｡各

質問に 0-5息を与え､どの質粥も均等な慈みにし､

T①鵜級の構成 ･薬懸､②平常時の防災対策､◎汝災後

の対応力､危橡対応力､◎地域との速攻Jの4つの軸に

それぞれ懲㈹敦を淘執 こなるように奴り分け､①～◎の

斡ごとに定食的な終点化し､その得点率を区 ･都市 ･凝

離 にまとめレーダーチャー トにより評価を行い､怒巣

を囲lに示した｡

5.蔀市 ･組格別の評価

図 1の患巣から､神戸折と胡浜市を比較すると神戸和

の方が rボランティアj fNPOl炎に良い格点を得て

いる｡これは板碑大腰災の体験による教訓から防災意泳

が常に端く保たれていることによるものと考えられる｡

次に rボランティアjと rNPOjそれぞれの鼠練に関

して比較すると神戸市､娩浜野典に ｢ボランティアj の

紡災能力が拓いことが分かる｡これ披ボランティアの活

動が地域に扱ぎしていることやNPOとほ遜って組級の

締 りが沸く､より桑軟な倍動を行っているからだと考え

ることができる.

V バ…lI: '州で

激 1.瀞紡･組拭別レーダーチャー ト

6.地域特性データのパターン化

rボランティアI rNPO)の活動に影響を与えている

密封を特定するため､神戸市､横浜市の各尉 こ舶して①

佳宅乳 ②商工凝翠､③核家族率､①将放牧静率､6)韻

齢化率､◎入日密度､⑦弟問住職準､◎…戸確率のH7,
H12の地域データを抽出し､レーダーチャー トにより

パターン化を行った｡その鹿凝結廠之に示す通りである｡

その綿 として総､

case-1:海工藻琴が低く､住宅革が務い｡そして､-

戸建串が耗く､共同住宅串が低い｡また､蝉独髄節率が

低い｡このことから古くからの住宅地で未だに自治会な

どの繋がりが扱い地域であると考えられる.

case-2:衝工葵琴､蝉独性格率､共同住宅率が耗い｡

この地域で壮近駁住民の繋がり桔希縛ではないかと考え

られる.

Case-3:共同住宅率が箱い9 しかし､C8SC-2との適

い結､紡工藻琴,恥独牧鮮卑が低い｡新興住宅地の様相

があり､磯城の解びつきはあまり強いと性督えない地域

であると考えられる浄

衣3.地域ヂ-タのパターン化

､＼ +十､-㌔ C8台亡-I C辞告e-2 C各軍 C.-3

神戸 ボランティア 56.3% 69.(描 65,l溢
NPO 54.3集 42.重税 53.2%

敬鉄肺 .ボランティア 33.7繋 44.2集 49.!械

,_7_準__要因分析
各区 ･細級別のアンケー ト静備紡糸と地域データのパ

ターンを比親し.市民活軌団棒である rボランティアj

rNPOJの常勤や防災健カに沓卑する鮮掛を特定する｡

まず､各区のアンケ- 卜評価の4紬の得点率に糾して翠

均を欝出した｡Rfに各鑑を地域特性データのバターン別

に分類した後に､その琴均を欝出し､新発を教3にまと

めた｡この総鼎から､ rボランティアj は絶域の繋がり

が薄いと考えられる cas e-2.3の璃区において､活動

が銀繁に行われでいる｡ しかし､ rNPOjの藤倉地域

特捜バターンとの蛸逆性は見られなかった｡

=且_L凝.わjjl与_
今初のアンケー ト親交で､ rボランティア)の方が

rNPOjと比較すると､防災に関する溶接が閃く､よ

り地域に密着した活動を行っており,他の組臓や行政と

の速蛾も活発である8患た､神戸箸!筈と塀浜嘗拝を比救する

と rボランティアJ rhTPOj弗に故災轟験のある神戸

市の方が活動内容､第位､防災活動が充実していた｡こ

のことから.大規模災事の被災凝験が市民活動訊糾 こ与

える影野は大きく､纏めて故髄な地域防災力を作り出す｡

さらに地域特性との隣接性については､ CA£e-3のタイ

プの地域で rボランティア｣の倍数が比較的に活発であ

る｡ しかし､ rNPOjに関して結地域帝也との関係は

見られなかった｡この凝視として捻､ fNPO｣の搭動

が必ずしも地域を対数としてないことによると考えられ

I=,b
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囲2.地域データのパターン化
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